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　概算事業費　（Ｂ(H24はA)＋Ｃ）

H21 H23 根拠法令等

E-mail

担
当
課

総務部　情報公開・私学課
県立大学設立準備室

事　業　名 長野県短期大学のあり方に関する検討事業

03 10 02

実施期間

事業内容

・長野県短期大学の将来構想に関する検討委員会（有識者）の開催
・県立大学検討会議（庁内）の開催
・県立大学検討会議　顧問打合せ会議（有識者）の開催
・他県公立大学等の視察

県単独事業

平成24年度事務事業評価シート （23年度実施事業分）

事業番号 中期総合計画主要施策番号 4-01 部・課

長野県短期大学の将来構想に関する検討委員会設置要綱ほか

内　線

国庫･
県単

2565

単位 22年度

　概　算
　人件費

実施方法 直接実施

人 3.00

目指すべき姿 長野県短期大学が県民のニーズに応えられるようその目指すべき方向性を検討し、取りまとめを行う。

千円

755千円

①
　
事
 
業
 
の
 
概
 
要
 
等

目　的
(必要性)

高等教育を取り巻く環境の変化に対応し、長野県短期大学が県民のニーズに応えられるよう、その目指すべき方向性につい
て検討を行う。

対　象 高等教育機関を目指す学生や関係者

②
事
業
コ
ス
ト

区　　分

長野県短期大学の将来構想検討委員会経費 : 542千円
 (内訳)  報償費(検討委員会委員謝金)       : 241千円
           旅費(検討委員会委員費弁旅費等) : 301千円

千円 755 542 ―

0

755

0千円

千円

3.00

23年度事業費の主な内訳24年度（当初）23年度

542

708

③
事
業
実
績

成果指標・活動指標内容 単位

<効率指標(単位当りｺｽﾄ等)> 千円/回

県立大学検討会議（庁内）(活)

他県大学視察(活) 回

県立大学検討会議　顧問打合
せ会議（活）

回

2

24,774

25,706 25,316

22年度

24,951

回

3

　
　
　
（効率指標　算出式）
事業費：542千円/(検討委員会2回+顧問会議2回)=136千円

136

2

0

0

151

5

左記以外のH23年度実績

長野県短期大学の将来構想
に関する検討委員会(活)

回 5 2

23年度 24年度（見込）

b
期待どおり

□　余地あり

④
事
業
の
成
果

評価区分事業の目標(H23) 事業成果・評価

⑤
事
業
の
課
題

区　分 判　定　・　説　明

事業ニーズの変化 判
定
の
説
明

□　増加

事業改善（有効性・
効率性）の余地

□　余地あり□　当面余地なし□　余地なし

⑥
総
合
分
析
等

総合分析
(今後の課題、
取組方針等)

　高等教育において県が果たすべき役割、育成すべき人材、目指すべき方向性などについて有識者を交えて検討
を行い、「長野県の高等教育をより一層充実するため、長野県短期大学を改組し、新たな公立４年制大学に転換す
ることが必要」との報告書が提出された。今後は、この報告書を踏まえ、新たな４年制大学の開設に向けて具体的
な作業を進めていく。

特記事項

daigaku@pref.nagano.lg.jp

県の関与を見直す
余地

□　横ばい □　減少

□　余地なし

 有識者による検討委員会等を開催し、長野県短期
大学及び県内高等教育の現状と課題、県が果たす
べき役割、求められる大学像と目指すべき方向性
について検討を行う。

　有識者による検討委員会を2回開催し、高等教育において県が果たすべ
き役割、育成すべき人材、今後目指すべき方向性などについて昨年度に
引き続き検討した結果を、報告書としてとりまとめた。
　庁内で県立大学検討会議を3回開催し、課題等について検討を行った。
　県立大学検討会議顧問打合せ会議を2回開催し、課題等について検討
を行った。

□　当面余地なし （完了）


